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◆喜多方建設事務所は、地域の一員として、地域住民と顔の見える関係を築き、協働で地
域づくりを実践することを目的に、管内で開催される様々なイベントへ積極的に参加し、
事務所のPRを行っています。

◆今回は、7月から8月にかけて開催された喜多方の夏の風物詩「蔵の町喜多方夏まつり」
（レトロ横丁・会津磐梯山庄助踊り）に参加し、地域の方々との親交を深めました。

◆レトロ横丁での仮装行列では、念願の“優秀賞”を受賞!!
「地域と共に歩む喜多方建設事務所」を大いにアピールできました。

早朝とはいえ猛暑のなか、七夕飾りの飾り付けを実施
職員一人一人の願いをこめた短冊を飾りました。

建設事務所ブースの全容
恒例となった「雪室スイカ」の振る舞いなどを行いました。

祭りの会場である「ふれあい通り」
整備状況をＰＲ

喜多方合庁が誇る
雪室冷暖房ｼｽﾃﾑをＰＲ

スイカは合庁の雪室で
冷やしたものを使用 女性陣は浴衣姿でおもてなし

準備中から大行列となり、事務所ブースは大盛況！
雪室の中は湿度100%で温度変化が少ない空間で

あるため、鮮度を保ったまま糖度が増し、みずみず
しく甘いスイカを提供できます。

レトロカーパレードに参加しつつ
安全確認のため道路パトもこなす
某係長の勇姿
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FUKUSH IMA
■ KITAKATA
■ KITASHIOBARA
■NISHIAIZU
■ BANDAI
■ INAWASHIRO

～つなぐ～
喜多方市では古代文字（漢字）を活かした
まちづくりを行っており、『繫』は喜多方
建設事務所を表した古代文字で、地域との
繫がりを大切にし、地域の想いを形にする
姿をイメージしたものです。

楽屋での一コマ。ブレーンストーミングと反復練習。
あのパフォーマンスは、ここから始まった。

楽屋の外で気合いを入れ、まずは記念撮影。
後ろのﾊｲｴｰｽがﾊﾞﾝﾄﾞﾏﾝ気分を盛り上げる。

楽屋を出て会場へ続く小路での一コマ。

足取りは何故か重い・・・。 が、この道
中で気持ちは定まった。

沿道の群衆、そして露店の売り子。周囲の全てを巻き込んだ圧巻の
パフォーマンス。ふれあい通りは、あの「We Will Rock You」の大合唱
に包まれました。 「地域と一体になれた瞬間」だと思いたい…。

ステージ上での一コマ。 握手や写真撮影を求められた数100人超。

「本物よりも本人らしい」「過去最高のパフォーマンス」「建設事務所も
大変だね」などの声が寄せられました。 結果、「優秀賞」受賞！！

仮装行列コンテストに参加

地元の方々と輪となり、
「ふれあい通り」を移動
しながら１時間踊り続ける
庄助踊り。

地域の方々との親交を深
めることができました。

◎コラム ： 「ふれあい通り」
県道喜多方会津坂下線のうち、喜多方市中心市街地の約900m区間の愛称

整備前の課題
・アーケードの老朽化
・電柱の乱立
・（降雪時）自動車による
水跳ねの多発

課題を解消
・景観協定の締結(商店街・市)

・アーケードの撤去(商店街)

・電線の地中化(県)
・無散水消雪の整備(県)

現在

整備前(H19)
地域と協働し

官民一丸となった
まちづくりを推進


